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レジリエントな社会への変革をリードする 

産官学連携ヨコハマ国際教育プログラム（YOKOHAMA-SXIP） 

 

 

2026 年度 募集要項 

 

 

1. YOKOHAMA-SXIP の目的と概要 

インド・オーストラリアの協定大学（以下、「協定校」という。）と共同で、横浜・神奈川地域の産官

学ネットワークを活用して、レジリエントな社会への変革をリードし、持続可能な未来社会を創造す

る SX（Sustainability Transformation）人材育成のための国際共修プログラムを構築するこ

とを目的とした協定校と本学の学生が相互訪問する国際教育プログラムです。 

横浜国立大学が渡航費等を支援し、インド・オーストラリアの協定大学の学生とチームを組み、現

代社会の諸課題の解決に向けて、持続可能性を前提にした次の 3 つの学修活動を行ないます。 

①現地対面・オンライン学修併用による SX 課題に関する協働学修 

②横浜・神奈川地域インダストリアルツアー・インターンシップ 

③国際シンポジウムでの成果発表 

当プログラムにおける 3 つのポリシー（別添 1）に基づき、持続可能な未来社会を創造する意欲を

持ち、国際的に活躍する人材を目指し、積極的に取り組む参加者を募集します。 

 

2. プログラム内容 

（1） 学内外の講師による概論講義や SX 講義の聴講、協定校の学生と対面・オンラインで企業等か

ら出題された SX 課題の議論を行うグループ学修、現地で講義や文化・産業等を学ぶプログラム

に参加。 

（2） 協定校からの学生受入時に、横浜・神奈川地域で SDGs に取り組む企業等を訪問するインダスト

リアルツアー・インターンシップ、文化交流活動等のイベントに参加。 

（3） グループの協働学修による成果を国際シンポジウムにて英語で発表。 

 

3. 協定校（派遣はいずれか 1 校） 

 【インド】  

・パンジャブ大学 （Panjab University） 

・インド工科大学カンプール校 （IIT Kanpur : IITK） 

・アンナ大学 （Anna University） 

・べロール工科大学 （Vellore Institute of Technology : VIT） 

 

【オーストラリア】 

・ニューカッスル大学 （The University of Newcastle : UON） 

・グリフィス大学 （Griffith University） 
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4. 派遣期間 

協定校毎の派遣時期は次のとおり。いずれも現地学修が原則 8 日間です。 

 

 ﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞ大学 IITK アンナ大学 VIT UON ｸﾞﾘﾌｨｽ大学 

 

派遣時期 

 

夏季休業期間

中（8～9 月）

に派遣するこ

とを調整中 

夏季休業期間

中（8～9 月）に

派遣することを

調整中 

9 月 12～ 

9 月 23 日

（予定） 

夏季休業期間

中（8～9 月）に

派遣することを

調整中 

夏季休業期間

中（8～9 月）に

派遣することを

調整中 

夏季休業期間

中（8～9 月）に

派遣することを

調整中 

※なお、航空便の運航スケジュールの変更等により変更となる場合があります。 

  ※「調整中」の日程は、決まり次第、ウェブサイトを更新します。 

※原則として、８～９月の派遣で調整中ですが、UON など、その他の月に派遣となる可能性もあります。

昨年度の派遣日程は「別添 2  昨年度（2025 年度）の渡航先スケジュール及び自己負担参考額」

をご参照ください。 

 

5. 募集人数 

1 協定校につき 1～3 名程度。 

 

6. 派遣費用 

（１）大学負担費用 

・授業料・プログラム費 

・往復航空運賃の一部（関連諸税含む）： 羽田又は成田～派遣先大学最寄りの空港 

・国際線から国内線乗り継ぎ便に宿泊が発生した場合のホテル宿泊費用 

 

（２）自己負担費用 

・参加費 ３万円（往復航空運賃の一部に充当） 

※参加費の支払いは 5 月末を予定しています。 

・宿泊費 

・渡航準備費（パスポート取得費、VISA 取得費、予防接種・陰性証明取得費等） 

・渡航諸経費（空港までの国内交通費、超過荷物輸送料、等） 

・現地往復送迎費用： 現地到着日及び出発日の現地空港～派遣先大学校間 

・保険・危機管理サービス費（海外旅行保険料、OSSMA 加入料等） 

・語学試験受験料（参加後に該当する語学試験スコアの提出が義務となっています） 

・両替・送金等の際に発生する銀行手数料等 

・派遣期間中の食費、日用品購入費、現地交通費、休日活動費等 

・自己都合によるキャンセルや変更により発生する一切の費用 

※病気その他の理由により海外での実習に参加できなくなった場合や、派遣前学修の参加状

況等により派遣が取り消された場合には、自己負担分を含め、往復航空券代、手配済みの宿

泊費、キャンセル料等の費用を負担していただきますので、ご了承ください。 
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・個人的な支出等 

【参考】別添 2 昨年度（2025 年度）の渡航先スケジュール及び自己負担額 

※日本学生支援機構（JASSO）奨学金（詳細は後述の「10．」を参照）の受給者は 

これを自己負担費用に充てることができます。 

 

 

7. 応募資格 

・本学の正規の学生であること（留学生は除く） 

・協定校毎に指定した学部・学府・学環の所属であること 

 経済学部 経営学部 理工学部 理工学府 環境情報学府 先進実践学環※1 

ﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞ大学 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 

IITK ※2   〇 〇 〇 ○ 

ｱﾝﾅ大学   〇 〇 〇 ○ 

VIT   〇 〇 〇 ○ 

UON ※2   〇 〇 〇 ○ 

ｸﾞﾘﾌｨｽ大学 〇 〇    ○ 

※1 先進実践学環の人文科学系はパンジャブ大学のみ、社会科学系はパンジャブ大学とグリ

フィス大学のみ、理工学系はグリフィス大学を除き、応募が可能です。 

※2 IITK と UON については、現地でのラボ活動を前提とした派遣になります。該当分野の

研究室の教員からの推薦を受けた学生を優先的に採用する可能性があります。 

 

・ 原則として、TOEIC600 点以上（IELTS 5.0 以上）と同等の語学力を有すること。英語統一

テストのスコアを持っている人は、それを以って、「15. 問合せ先」に相談のこと。 

ただし、TOEIC600 点以上であっても、渡航前の語学力向上を目的に、追加の課題を課す場

合があります。 

・ 期間中のプログラムに積極的に参加し、他の参加者と協調しつつ、与えられた課題に対して締

め切りまでに責任を持って取り組む覚悟と能力を有すること。 

・ プログラムの趣旨・目的を理解し、これに専念し、目的外の行動を取らないこと。 

・ 応募の時点で少なくとも 202７年 3 月末まで有効のパスポートを有している、あるいは確実

に取得できる見込みであること。 
 

※病気・負傷や障害等のために特別な配慮が必要な場合は、応募までに、「15. 問合せ先」に相

談してください。 

※前年度までのプログラム参加者の再応募を妨げません。ただし、「SXIP 国際協働演習」科目

及び「SXIP 国際協働実践演習」科目の履修はそれぞれ 1 度のみ可能です。 

 

8. 参加の条件 

   ・ 応募時及び帰国後速やかに、語学スコア（TOEIC、IELTS、TOEFL iBT、TOEFL ITP、英検等）の

写しを提出すること。帰国後は、応募時に提出したスコアと同じ語学試験を受けて、結果を提出する
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こと。 

・5 月 28 日（木）16:30～17:30 に開催する事前説明会に参加すること。 

・渡航前に「海外安全講習」（e-learning）を履修すること。 

・指定された期日までに、海外旅行保険及び OSSMA に加入すること。 

   ・協定校にて学修し、帰国後に報告書の提出とアンケートへの回答を行うこと。 

   ・学部生は別添 3「SXIP 国際協働演習」を、大学院生は別添 4「SXIP 国際協働実践演習」を履修

すること。（卒業に必要な単位に算入されるか否かは各学部・学府、学環によって取扱いが異なりま

す） 

   ・１０～12 月に開催予定の日本語による事後報告会にて自身の成果報告を行うこと。 

 

9. 日程 

2 月、4 月 公募説明会 

① 2 月 9 日（月）16:20～17:00 

② 4 月 16 日（木）12:15～12:45 

③ 4 月 21 日（火）12:15～12:45 

場所： 学生センター（S5-1）1 階ナビポート 

5 月 面接・選定結果通知、派遣者対象のプログラム履修説明会及び事前説明会参加 

5/28（木） 事前説明会（派遣学生向け）16:30～18:30  

6/11（木） 派遣・受入れ合同説明会 16:30～17:30 

6～9 月 国際協働学修（協定校の学生とオンラインで事前学修） 

概論講義（YOKOHAMA-SXIP Overview Lectures）聴講 

６月～8 月 渡航・受入前の英語事前学修 

8/25 ～ 9/4

（予定）  

協定校からの学生受入 

（グループ学修、横浜・神奈川地域インダストリアルツアー・インターンシップ等）、協定

校の学生との交流（学生による企画・引率）） 

9/2～3 

（予定） 

国際シンポジウムでグループ学修の成果発表 

8 月～9 月 協定校へ派遣（派遣時期は前述 4. 派遣期間を参照） 

11～12 月 SXIP 産官学連携人材育成セミナー 

10～12 月 事後報告会 

 

10. 日本学生支援機構（JASSO）奨学金について 

海外留学支援制度（協定派遣）の資格・要件を満たす学生は、海外留学支援制度（協定派遣）

への応募が可能です： インド 8 万円、オーストラリア 9 万円 

※JASSO による奨学金を受給された者は SXIP の派遣報告書とは別に JASSO の報告書を提

出していただきます。 

 

1１. その他 
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・ 研究室所属の学生は、指導教員に相談の上、応募してください。 

・ 本プログラムでは、事前学修、日本での実習及び海外での実習を連続した一つの研修としてい

ます。海外からの SXIP 学生受入れ期間中（8 月 25 日～9 月 4 日（予定））の間に、参加でき

ない期間が含まれる場合は、応募申請書の「その他」欄に必ず参加できない日及び理由を記

入してください。 

・ 本プログラム参加時（受入及び派遣）に本学に提出した各種報告書、写真及び本プログラムの

行事において撮影された写真・動画等については、本プログラムに関連する広報及び教育目的

のため、本学、協定校、本プログラム協力企業の広報、ウェブサイトコンテンツ等に使用される場

合があります。 

・ 本学の教職員による引率（派遣）は一部を除き、ありません（グリフィス大学及びパンジャブ大

学は一部の期間について引率ありの予定ですが、引率なしとなる可能性もあります）。 

・ 「SXIP 国際協働演習」科目及び「SXIP 国際協働実践演習」科目は、YOKOHAMA-SXIP 

副専攻プログラムの科目における海外研修に相当する科目として申請可能。 

・ YOKOHAMA-SXIP においては、プログラム参加者による同窓会ネットワークの構築を目指し

ておりますので、Facebook にご参加ください。もしくは Facebook で使用可能なメールアドレ

スをご連絡ください。 

・ 令和 8 年度国際化拠点整備事業費補助金（大学の世界展開力強化事業）の予算の確定状

況やその他の事情により、派遣人数・内容等を変更する場合があります。 

 

12. 応募方法 

ウェブサイトに掲載されている様式をダウンロードして入力し、授業支援システム 授業科目名： 

【連絡専用】YOKOHAMA-SXIP 事務局（国際企画係）へ、応募期間中（2026 年 4 月 10 日

（金）～4 月 27 日（月）午後 1 時）にアップロードすること。 
 
申請には以下の書類のアップロードが必要です。 

     

① 申請書（ファイル名「申請書_学籍番号_氏名」とし、Excel ファイルのまま提出すること） 

② 面接日程調整表（ファイル名「面接日程調整表_学籍番号_氏名」とし、Excel ファイル

のまま提出すること） 

③ 誓約書（印刷し必要事項を記入後、PDF 又は画像データとし、ファイル名「誓約書_学

籍番号_氏名」提出すること） 

※面接時に原本を提出してもらいます。 

④ 成績証明書（PDF 又は画像データとし、ファイル名「成績証明書_学籍番号_氏名」とす

ること） 

⑤ 学生証写し（PDF 又は画像データとし、ファイル名「学生証_学籍番号_氏名」とするこ

と） 

⑥ パスポート写し（パスポート番号や顔写真のページのカラー版。PDF 又は画像データと

し、ファイル名「パスポート_学籍番号_氏名」とすること） 

⑦ 語学スコアを証明する書類（PDF 又は画像データとし、ファイル名「語学スコア_学籍番
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号_氏名」とすること） 

    

① ～③をウェブサイトからダウンロードしてください。 

 https://global.ynu.ac.jp/education/education-3004/ 
 

③～⑦については、スキャンした PDF の提出が望ましいですが、画像データで提出の場合は文

字が鮮明であることに留意してください。 

 

【 締切  ４月２７日（月）13:00 厳守 】 

※応募書類の準備に時間を要するものがありますので、余裕を持って申請してください。 

 

13. 選考方法 

・書類審査及び面接審査。面接日は 5 月 7 日（木）～13 日（水）を予定。学会参加等やむを得

ない事情によりこの期間に都合がつかない場合は、応募時に申し出てください。 

・応募書類及び面接等による総合的な評価に基づき、協定校の受入態勢や実施計画等も勘案

の上、選考します。 

 

14. 選考結果 

・5 月 25 日（月）までに応募者全員に選考結果を通知します。 

・選考の結果、派遣が決定した方は、5 月 28 日（木）16:30～17:30 に開催される説明会に出

席してください。都合がつかない場合はご相談ください。 

 

15. 問合せ先： 

   学務・国際戦略部グローバル推進課国際企画係（学生センター２階） 

   e-mail ： yokohama-sxip@ynu.ac.jp 

以上 

 

 

別添 1 「レジリエントな社会への変革をリードする産官学連携ヨコハマ国際教育プログラム」における３

つのポリシーについて 

別添 2  昨年度（2025 年度）の渡航先スケジュール及び自己負担参考額 

別添 3  （学部版）SXIP 国際協働演習シラバス（2025 年度） 

別添 4  （大学院版）SXIP 国際協働実践演習シラバス（2025 年度） 

https://global.ynu.ac.jp/education/education-3004/
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